篆書・隷書学習の応用 : 版木を用いた刻字制作と採拓 by 金木 和子










































































































































































として使ったりするが、 大学の授業では、 表札または室内 オブジェのどちらにするか、学生に決定させる。　
どうしたら感動的な刻字作品を作ることができるか考え みる。
（一）書稿を十分に練る　



















一心不乱に、 無心になって気を緩めず、 しかし疲れたら休み、 ゆっ
くりとした気分で一刀一刀入念に刻り上げるこ が、仕上がりの美しい作品を創ることになる。（七）刻字の制作手順（丸数字は写真番号に対応する）
①文字をイメージしながら、古典作品、字典より調べる。②
 書稿を書く。木の大きさに紙を切り、調べた文字を参考にし、筆で く。 体・書風・文字構成・線質など考えて、十分に練る。
③

























 タオルを濡らす（片手で絞る程度の水分量がよい） 。左手で、紙をのばしなが 、空気を押し出し、シワにならないように、水張り する。
⑭









































































とともに、書を楽しむことができる。書を指導する立場の学生 は、篆書 ・ 隷書学習の応用により、 充実した授業づくりに活かしてほしい。参考文献・
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